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概要

本研究では,携帯端末向けWeb閲覧の手法として,ス
クロールに応じた注視部の拡大とキーによるリンクの

選択を提案する. その手法により, 広い範囲を表示しな
がら, 少ないボタン操作で閲覧ができるようになった.
本論文では, 提案した方法を実装したブラウザKuzilla
を開発し, Kuzillaの評価を行なった.

1 Web閲覧の問題点

携帯端末によるWeb閲覧には大きな問題が 2点あ
る. まず, 画面が小さい. 携帯端末は, 携帯性を重視し
ているため小型である必要がある. そのため, 小さな文
字で表示したり, 画面を頻繁に切り替えたりしなくて
はならない. 次に, PCに比べて入力デバイスが貧弱で
ある. 携帯端末にはポインティングデバイスを装備し
ていないものが多い. その結果, カーソルを十字キー
を用いて移動させることになり, 目的のオブジェクト
を選択しにくい.

2 携帯端末による閲覧の方法

本手法の目標は, 貧弱な入力デバイスによるユーザ
の負担を減少させるため, ボタン操作の回数を少なく
することとする. ボタンの操作回数を減らすために, 以
下の 2つの方法を用いる.

1. フィッシュアイ

2. キーによるリンク選択
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前者によってスクロール回数を, 後者によってリン
ク選択操作の回数を削減した. 本節では, 上記 2つの
方法について述べる.

2.1 フィッシュアイ型ズーミング

フィッシュアイ [1]とは, 中心部を拡大し, 周辺部を
縮小させる技術である. フィッシュアイを閲覧画面に
適用することで, ボタンの操作回数の減少と, 見やすさ
の向上が両立した.

1画面に表示できる文字数を増やせばスクロール操
作は減少する. しかし, 小さな画面で表示する文字数
を増加させると文字の大きさが小さくなり見にくくな

る. そこで, フィッシュアイ型ズーミングを行い, 注視
部を拡大しながら, 表示できる文字数を増加させた. し
かし, フォントの大きさを段階的にしか拡大できない
ため, 滑らかなズーミングはできない.
フィッシュアイ型ズーミングはスクロール操作と連

動して行なう. 連動させることで, ユーザの操作回数
は減少する.

2.2 キーによるリンクの選択

小さな画面でカーソルを操作し, 目的のオブジェク
トを選択することは困難である. そのため, 携帯電話
では数字ボタンによる選択式 [2]が適している.
画面内のリンクに順番に番号を割り当て, リンクを
数字キーで選択する. ただし, 数字キーの個数は限ら
れているので, その時点で画面に表示されているリン
クに動的に番号を割り当てる.

2.3 閲覧画面

利用時の Kuzilla閲覧画面の例を図 1に示す.
フィッシュアイ型ズーミングにより, 1画面に表示さ
れるリンクの数は動的に変化する. ボタンの操作に応
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図 1: 提案する閲覧方法

じてHTMLの解析 ·加工を行ない, リンクに対応する
番号とズーミング位置を動的に決定する.

3 評価

フィッシュアイ型ズーミングとキーによるリンク選択

を実装したブラウザKuzillaを PDA上で開発し, ユー
ザビリティテストを行なった. テストは, 日常的にイ
ンターネットを利用し, 弱視ではない大学生 4人に対
して, Kuzillaをキー入力のみの操作で行なった.

本テストでは, リンクとスクロールをするときのボ
タンのクリック回数, フィッシュアイ型ズーミングの効
果, リンクとスクロールを別々のキーで行なうことの
3点に注目した. 点数は, 現在の携帯電話でのWebブ
ラウジングと同程度の満足であれば 3, 改善されてい
れば 5, 改悪であれば 1の 5段階とした.

Kuzillaを従来のWeb閲覧方法と比べると, リンク
選択までのボタンのクリック数は減少したと感じる意

見が多く, 点数の平均は 3.75となった. スクロールに
ついての差を感じられず, 点数の平均は 2.75であった.

Kuzillaでは, スクロールとリンク選択のときに使う
キーが異なるため, 操作に応じて指を移動させなけれ
ばならない. 操作によるキーの切替えについては現状
では使いづらく, 点数の平均は 2.5であった. しかし,
操作に慣れれば使いやすそうだとの感想も得た.

注視部の文字が大きくなることは見やすくなると実

感でき, 点数の平均は 3.75であった. しかし, スクロー
ル時に文字の大きさが変化していくことは, ユーザー
にとって別のページに移っているように感じられ, 2.0
と抵抗感を示した.

Kuzillaの利用は, 特定の用途や状況に応じた使いわ

けて利用したいとの意見を得られた. これらの特定の
用途とは, 暗所での利用や, キーワードを探すとき, 熟
読したいときとの意見であった.

4 結論

ユーザーの負担軽減のためにボタンの入力回数を減

少させる目的は, フィッシュアイ型ズーミングと数字
キーによるリンクの選択によって達成できた. また注
視部だけ文字を拡大することは, ユーザーにとって見
やすいということも検証できた.
しかし, 文字フォントが不連続に変化することは画
面の切替感をユーザーに与えてしまう. シームレスな
スクロールが行なえないことは, 注視部の混乱と, 眼球
への疲労感を与える.
スクロールとリンク選択時のキー操作の切替えは,
習慣に関わってくる可能性があり, 別の評価方法が必
要である.

Kuzillaは, 注視部の見やすさについて改善したこと
から, 従来の携帯端末では閲覧しづらい条件下で有用
性が高い可能性を示した.
今後の課題では, 弱視と老眼の人への注視部の拡大
の有効性,インターネット利用経験がない人に対する操
作性, 暗所や車内の閲覧が困難な条件についてユーザ
ビリティテストがある. 携帯端末でスケーラブルフォ
ントが利用でき, 周辺部から注視部への文字の大きさ
を連続的に拡大できれば, ユーザーの抵抗感を少なく
できるだろう.
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